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第 1～2 図は室戸岬周辺での水準測量結果である。最近、東南海・南海地震に対する興味が高まっ

てきている中、国土地理院ではこの地域の水準測量を強化することを予定している。最近 6 年間で

は半島の先端部が沈降する傾向がみられており、これおは 1946 年の南海地震発生以降継続的に見ら

れている現象であることが第 2 図のグラフからも確認出来る。 
第 3 図は阿波池田地区の中央構造線を挟んだ精密辺長測量の結果である。ここ２年間の観測結果

だけであるが、南北に伸張するような歪みが卓越している。 
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第 1図 室戸周辺の水準測量結果 
Fig.1 Results of Precise Leveling around Muroto district 
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第 2図 水準点 5163（安芸）を基準とした水準点 5141（室戸）の標高の経年変化 

Fig.2 Time series of height change of BM5141 (Muroto) as referred to BM5163 (Aki). 
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第 3図 阿波池田地区の精密辺長測量結果 
Fig.3 Results of repeated precise measurements of distance of baseline cluster in Awa-Ikeda district 
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